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体験版プロジェクト

シートメタル設計
シートメタルブラケットを設計する
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Inventor で、リボンの[プロジェクト]アイコンをクリックします。ファイルの
保存先に移動して、Assembly, Cartridge Body.ipj を選択します。それか
らファイル Assembly, Cartridge Body.iam を開きます。

[ファイル]を選択し、リボンメニューから[新規作成]を選択します。ダイアログ
で、[Metric]フォルダーを選択し、テンプレートとして[Sheet Metal (mm).
ipt]を選択します。

リボンで[シート メタルの既定]を選択します。 ダイアログで、[ルールの厚さを使用]をオフにし、厚さの値として 1.17 mm と
入力します。材料を[ステンレス鋼]に変更します。 [OK]を選択して既定を設定
します。

2.

4.

1.

3.

パート 1: 基準ジオメトリを作成する
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モデルウィンドウで右クリックしてマーキングメニューを開きます。[新しいスケッ
チ]を選択します。

スケッチ平面として XY 平面を選択します。

スケッチビューで右クリックしてマーキングメニューを開きます。 [線分を作成]
を選択します。

原点をクリックして線分を開始し、カーソルを右に移動します。終点をクリック
する前に、ダイナミック寸法ボックスに 62.5 mm と入力します。

6.

8.

5.

7.

パート 1: 基準ジオメトリを作成する
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クリックして線分の終点を設定したら、カーソルを上に移動します。ダイナミッ
ク寸法ボックスに 18.5 mm と入力します。クリックして垂直な線分を作成し
ます。

引き続き線分を描画し(寸法は追加しません)、図のような形状を作成します。
原点で終了して線分セグメントを完成させ、右クリックして[OK]を選択します。

右クリックして[一般寸法]を選択します。左の垂直な線分セグメントを選択し、
クリックして寸法を配置します。 32.5 mm と入力し、キーボードの[Enter]を
押して終了します。

同じ手順で、上部の水平な線分セグメントに 46.5 mm の寸法を追加します。
これでスケッチは完全に拘束されたので、リボン内の緑のチェックマーク([ス
ケッチを終了])をクリックして終了します。

10.

12.

9.

11.

パート 1: 基準ジオメトリを作成する
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右クリックして、マーキングメニューから[面]コマンドを選択します。 輪郭が自動的に選択されます(使用できる唯一のプロファイルのため)。既定の
設定で[OK]をクリックし、基準の 3D ジオメトリを作成します。

上部のツールバーで、[外観]ドロップダウンメニューをクリックします。 [スカイ 
ブルー 標準]を選択し、このパーツを容易に区別できるようにします。
注: この色が使用できない場合は、ドロップダウンメニューの下部でライブラリを[Autodesk Appearance 
Library]に変更します。

パーツを SMB.ipt という名前で保存し、パーツウィンドウを閉じます。

14.

16.

13.

15.

パート 1: 基準ジオメトリを作成する
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Assembly, Cartridge Body.iam アセンブリ内で、右クリックして[コンポー
ネント配置]を選択します。先ほど保存した SMB.ipt ファイルを選択し、[開く]
を選択します。

クリックしてパーツを図のように配置します。右クリックして[OK]を選択し、 
配置を終了します。

右クリックして、マーキングメニューから[拘束]を選択します。図のように、 
ブラケットの上面とモーターの内側面を選択します。 [適用]をクリックして最初
の拘束を作成します。

図のように、パーツの 2 つの面を選択します。オフセット距離として 0.5 mm 
と入力し、ダイアログの[拘束タイプ]セクションで[フラッシュ]を選択します。
[適用]をクリックして拘束を作成します。

18.

20.

17.

19.

パート 1: 基準ジオメトリを作成する
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モデルを回転し、パーツの下部のエッジを表示します。図のように 2 つの面を
選択し、オフセットに 3.5 mm と入力します。引き続き[フラッシュ]拘束を使用
します。[OK]をクリックます。
注: 面をクリックした順番によっては、-3.5 mm と入力する必要があります。ブラケットは、黄色で表示されている
面よりも高くする必要があります。

21.

パート 1: 基準ジオメトリを作成する
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右クリックして、マーキングメニューから[計測]を選択します。フランジの長さ
を特定するために、図のようにブラケットの外側のエッジからパーツの内側の
エッジまでの距離を計測します。

ブラケットをダブルクリックして、モデルを編集できるようにします。

右クリックして、マーキングメニューから[フランジ]を選択します。図のように
エッジを選択します。

[高さの延長]フィールドに先ほど計測した距離(13.57 mm)を入力し、[適用]ボ
タンの横の二重矢印をクリックしてダイアログを展開します。

2.

4.

1.

3.

パート 2: フランジを追加する
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[幅の延長]タイプを[幅]に変更し、18 mm と入力します。 [オフセット]ボタン
を選択し、フィールドに 21.5 mm と入力したら、矢印をクリックして図のよう
にパーツの面を選択します。

ダイアログの[OK]をクリックして最初のフランジを作成します。2 つ目のフラン
ジを開始するために、マーキングメニューの[フランジ]を選択して、図のように
エッジを選択します。

(必要に応じて)ダイアログの[方向反転]ボタンを使用し、新しいフランジを正し
い向きに配置します。

フランジの[高さの延長]と[幅の延長]の値やオプションを図のように設定しま
す。[OK]をクリックしてフランジを作成します。

6.

8.

5.

7.

パート 2: フランジを追加する
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次のフランジを開始するために、マーキングメニューの[フランジ]を選択して、
図のようにエッジをクリックします(必要に応じて反転します)。

今回も[高さの延長]に 13.57 mm を使用し、[幅の延長]を図のように変更しま
す。オフセットの設定は、矢印をクリックして、図のようにブラケットの面を選
択します(必要に応じて反転します)。

ダイアログで[OK]を選択してフランジを作成します。マーキングメニューの 
[フランジ]を選択して、図のようにエッジをクリックします(必要に応じて反転し
ます)。

フランジの[高さの延長]と[幅の延長]の値やオプションを図のように設定しま
す。オフセットの設定は、図のように面を選択します。[OK]をクリックします。

10.

12.

9.

11.

パート 2: フランジを追加する
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最後のフランジを作成するために、マーキングメニューから[フランジ]コマンド
を再起動し、図のようにエッジを選択します。

[フランジ角度]を 0 に変更し、[幅の延長]と[幅の延長]を図のように設定しま
す。オフセットの設定は、赤くハイライト表示されている面を選択します(必要
に応じて反転します)。

[OK]をクリックしてフランジを完成させます。リボンメニューの[戻る]を選択し
て編集環境を終了し、アセンブリ全体を再びアクティブにします。

モデル ブラウザで、[フラッシュ: 27 (0.500 mm)]拘束をクリックして -0.100 
mm に編集し、位置決めフランジがアセンブリ内で正しく位置合わせされるよ
うにします。

14.

16.

13.

15.

パート 2: フランジを追加する
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フランジをダブルクリックして編集環境に戻ります。 図でハイライト表示されている面にカーソルを移動して、右クリックのマーキン
グメニューから[新しいスケッチ]を選択します。

右クリックして、マーキングメニューから[ジオメトリを投影]を選択します。 
図でハイライト表示されている円形フィーチャを選択します。もう一度右クリッ
クして[OK]を選択します。

マーキングメニューから[中心点円]を起動します。投影されたジオメトリの中心
点を選択し、ダイナミック寸法ボックスに 9.5 mm と入力し、[Enter]を押しま
す。右クリックして[OK]を選択します。

2.

4.

1.

3.

パート 3: カットアウトとねじ穴
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リボンの緑のチェックマークをクリックしてスケッチを終了します。マーキング
メニューから[カット]を選択し、[プロファイル]としてスケッチの両方の円を選
択して、[OK]をクリックします。

先ほどと同じ面に、別の新しいスケッチを作成します。マーキングメニューから
[ジオメトリを投影]コマンドを起動し、図のように円形フィーチャを選択します。
右クリックして[OK]を選択します。

右クリックして[2D スケッチを終了]を選択します。リボンで[穴]コマンドを起動
します。

スケッチ内の円の中心点を選択し、ダイアログで穴の直径を 3.98 mm に変更
します。[OK]を選択して穴を作成します。

6.

8.

5.

7.

パート 3: カットアウトとねじ穴
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図でハイライト表示されているサーフェスをクリックし、マーキングメニュー 
から[スケッチを作成]を選択します。

マーキングメニューから[ジオメトリを投影]コマンドを起動します。図でハイラ
イト表示されている 2 つの円形フィーチャを選択します。右クリックして[2D ス
ケッチを終了]を選択します。

リボンから[穴]コマンドを再起動します。スケッチ内の 2 つの円の中心点を選択
します。穴を図のように設定します。[OK]をクリックしてねじ穴を作成します。

10.

12.

9.

11.

パート 3: カットアウトとねじ穴

図でハイライト表示されているサーフェスをクリックし、マーキングメニュー 
から[スケッチを作成]を選択します。
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モデルを回転してブラケットの背面を表示します。 [ジオメトリを投影]コマンド
を起動し、ハイライト表示されている 2 つの円形フィーチャを選択します。右ク
リックして[2D スケッチを終了]を選択します。

リボンから[穴]コマンドを再起動します。スケッチ内の 2 つの円の中心点を選択
します。ねじ穴の設定は前と同じものを使用します。[OK]をクリックしてねじ穴
を作成します。

リボンから[コーナー R]コマンドを起動します。 上の図のようにエッジを選択し、半径を 1 mm に変更します。 [OK]をクリッ
クします。リボンで、[戻る]を選択して編集を終了し、ファイルを保存して閉じ
ます。

14.

16.

13.

15.

パート 3: カットアウトとねじ穴
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